
研究概要
　沿岸部の飛来塩分による構造物の劣化環境を
気象解析を応用して高い精度で予測し、長期間
の維持管理計画に有用な情報を提供することが
できます。

背景・従来技術
　飛来塩分に代表される沿岸部の腐食環境は局
所性が高いにもかかわらず､これまでは簡易な
式による推定や時間や費用のかかる現地観測に
よっていました。それをシミュレーション技術
で置き換えようとするものです。

特徴
　構造物劣化の環境因子のひとつである飛来塩
分は､風により海上あるいは沿岸域で発生し､風
により内陸部へと輸送されます。わたしたちは
これを素直に気象現象の一部ととらえその数値
モデルを用いいることによって､飛来塩分量を従
来よりも合理的に推定しようとするものです。
　
実用化イメージ
　ここで提案する大域的なアプローチとより詳
細な局所的なシミュレーションを組み合わせる
ことにより構造物の部位による劣化状況につい
ても検討が可能となります。
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